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〔体育科〕「表現リズム遊び」 

 自分のイメージする表現になったか、自分の動きと見てくれた友達の反応を関連付けて考える。 

〔特別活動〕「係活動」 
クラスの友達を楽しませることができたか、クラスのためにしたことと、相手の反応を関連付け

て考える。 

〔音楽科〕「みんなであわせてたのしもう」 

歌声と楽器の音が目指す表現に近づいているか、自分の演奏と聞いてもらった友達の反応を関

連付けて考える。 

〔行 事〕「６年生を送る会」 

 ６年生に感謝の気持ちを伝えることができたか、自分たちの発表と６年生の反応を関連付けて

考える。 

第１学年 生活科学習指導案 

日 時 令和７年２月１５日（土）２校時 

場 所 大ホール 

児 童 男２２名 女１４名 計３６名 

指導者 鈴木 広太 

１ 単元名 

   自分でできるよ～家族ニコニコ大作戦～ 

２ 単元の指導構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 指導にあたって 

視点１ 資質・能力を育むためのカリキュラム・デザイン 

 

＜育みたい資質・能力＞ 多面的思考力→論理的思考力 

「考えるための技法」を使って、課題を解決したり、自分なりの考えを生んだりする力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本単元における深い学びの姿＞  

家庭生活は、互いに支え合って成り立っていることや、家族のために自分でできることを考えて実践する

ことが、家族で楽しく生活するための力になることに気付き、続けていこうとする姿。 

〔生活科〕 

「自分ででき

るよ」  

家族のニコニ

コを増やすこ

とができた

か、自分が家

族のためにし

たことと、相

手の反応を関

連付けて考え

る。 

 

 

〔学習指導要領〕 
内容（２） 

「家庭と生活」 

 家庭生活における家族のことや自分で

できることなどについて考えることがで

き、家庭での生活は互いに支え合ってい

ることが分かり、自分の役割を積極的に

果たしたり、規則正しく健康に気を付け

て生活したりしようとする。 

 

 

 

〔単元について〕 

本単元では、家族がしていることに

ついて調べたり、自分が家族のために

できることを考え実践したりすること

で、家庭生活はみんなで支え合って成

り立っていることに気付くことができ

る。また、「家族のニコニコを増やす」

という目的に向かい、できることを考

え、繰り返し活動を行うことで、家族の

反応から達成感を感じたり、友達がお

うちでしていることから活動のアイデ

アを広げたりして、自分でできること

が家庭生活の力になることに気付くこ

とができ、自分でできることを続けて

いこうとする気持ちを育てることがで

きると考える。 

思
い
や
願
い
が
実
現
し
た
か
、
活
動
し
た
こ
と
と
、 

相
手
の
反
応
を
関
連
付
け
て
考
え
る
。 

〔子供について〕 
本学級の子供たちは、生

活科の学習で、対象との関

わりを楽しみながら思いや

願いをもって活動すること

ができる。一方で、活動を通

して、どのような行動が成

長につながったのかについ

ては、自覚的に捉えること

ができていない。 

 〔学習の系統性〕学習前 
 入学してからの日常生活の積み重ね

で、自分のことを自分で行ったり、当番

活動でクラスのために行動したりする姿

が増えてきている。また、冬休みには、

家族の手伝いをして、家族のために活動

する子も多くいた。 

〔学習の系統性〕学習後 

 「もうすぐ２年生」の学習

では、１年間の自分を振り返

り、成長を実感するととも

に、２年生でも自分の力を高

めていこうという思いをも

つ。 
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視点２ 深い学びの実現に向かう探究的な単元構成 

・ 一人一人の家庭に合わせて、自分ができることを決めることができるように、イメージマップを用いて、

家族の役割を視覚的に捉えることを促す。 

・ 自分の実践の振り返りや、友達の実践をもとに次にしたいことを決めることができるように、伝えたい内

容が同じ友達同士で具体物を用いて表現したり、友達の実践の様子を見たりする活動を設定する。 

・ 子供の思いや願いをもとに、家族ののニコニコを増やす活動に取り組むことができるように、自分の実践 

の様子を友達と共有したあと、「もっとニコニコをふやすことはできるか。」を問う。 

視点３ 単位時間の考える活動の充実 

・ 活動中は、一人一人の思いを楽しみながら伝えることができるように、出店形式にしたり、発表の仕方を 

複数提示したりする。 

 ・ 活動の中で、対象への気付きの質を高めることができるように、個々の思いに合った思考（比べる・例え

る・工夫するなど）を促す問い返しをする。 

 ・ 振り返りの場面では、自分ができることをすることが、家族のためになっていることに気付くことができ

るように、「家族のニコニコを増やすことができて、どんな気持ちか。」と「どうして、家族のニコニコが増

えたのか。」を問う。 

４ 単元の指導計画 

（１） 目標 

  「家族ニコニコ大作戦」の活動で家庭生活について調べたり、尋ねたりしながら自分でできることを実践す

る活動を通して、家庭生活を支えている家族のことや、家族のよさ、自分でできることなどについて考え、家

族のためにできることをすることで、自分も力になれることに気付くとともに、自分の役割を果たし、よりよ

い家庭生活をおくることができるようにする。 

（２） 評価規準 

知識及び技能の基礎 思考力、判断力、表現力等の基礎 主体的に取り組む態度 

① 家庭生活について調べたり、尋 
ねたりしたことから、家族の役割
に気付いている。 

② ニコニコ大作戦の活動を伝え 
合う活動を通して、自分の生活は
家族に支えられていることに気
付いている。 

③ ニコニコ大作戦が家族のため 
になっていることに気付くとと
もに、家族とつながるよさを実感
している。 

① 家族の仕事について調べたり、 
尋ねたりした情報をもとに、自分
にできることは何かを考えてい
る。 

② ニコニコ大作戦での活動を伝 
え合う中で、自分が実践した活動
と友達が実践した活動をもとに
成果と課題を整理し、次の活動を
考えている。 

① 自分の家族や友達の家族がし 
ていることの情報をもとに、家族
がしていることに関心を高めて
いる。 

② ニコニコ大作戦の活動で、家族 
のためにできることを決め、進ん
で取り組もうとしている。 

③ ニコニコ大作戦で家族の笑顔 
が増えたことに喜びを感じると
ともに、これからも家族のために
進んで行動しようとする。 

（３） 指導計画 

段階 主な学習活動 指導の手立て 気付きの質 評価規準 

問
題
の
把
握 

第
一
次 

五
時
間 

 

〇 冬休みの生活から、家の中での

自分や家族の行動を振り返る。 

 ・休み中は宿題を毎日したよ。 

 ・お弁当を作ってもらったよ。 

・おうちのことって仕事がたくさ

ん。みんなどんなことをしてい

るのかな。 

〇 おうちの人の行動について調べ

る計画を立てる。 

〇 おうちの人の行動について、調

べたことを伝え合う。 

 

 

・ 家族が家でしている役

割を整理し、関心をもつ

ことができるように、イ

メージマップを用意す

る。 

・ 家族の仕事を見通しを

もって調べることができ

るように、見る視点や聞

き方を確認する。 

・ 家族が家庭のためにし

ていることが様々あるこ

とに気付くことができる

ように、自分たちとおう

ちの人のしていることが

比較できる板書をする。 

 

◇ 直感的

な気付き 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 対象の

よさや特

徴に関す

る気付き 

・ 自分の家族や友

達の家族がして

いることの情報

をもとに、家族が

していることに

関心を高めてい

る。 

【態】 

・ 家庭生活につい

て調べたり、尋ね

たりしたことか

ら、家族の役割に

気付いている。 

【知】 

おうちの人たちは、やることが
たくさんある。自分たちも、おう
ちでできそうなことをして、家
族の力になりたいな。 
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問
題
の
追
究 

 

第
二
次 

 

十
時
間 

 

 

 

〇 ニコニコ大作戦で、自分がする

ことを考え、決める。 

〇 ニコニコ大作戦を行う。 

〇 ニコニコ大作戦の結果を伝え合

い、次の活動を考える。 

 ・お風呂掃除をしたよ。スポンジ

でこすると、ピカピカになった。 

 ・家族が喜んでくれた。うれしか

ったな。 

 ・もっと、ニコニコにして、家族

の力になりたいよ。 

 

 

〇 １回目の活動をもとに、２回目

のニコニコ大作戦で自分ができる

ことを考える。 

〇 ２回目のニコニコ大作戦を行

う。 

〇 ２回目のニコニコ大作戦の結果

を伝え合い、次の活動を考える。 

 ・友達がしていたようにお皿を洗

ったら「きれいになってうれし

い」と言われたよ。 

 ・自分でできることがもっとあり

そう。まだまだニコニコが増や

せそうだね。 

〇 ３回目のニコニコ大作戦の計画

を立てる。 

〇 ３回目のニコニコ大作戦を行

う。 

〇 ３回目のニコニコ大作戦の結果

を伝え合う。（本時） 

 ・お風呂掃除をしたら、「名人だね」 

と言われた。うれしかったよ。 

 ・ニコニコが増えて、うれしい。

もっと続けていきたいな。 

・ ニコニコ大作戦でする

ことを決めることができ

るように、集めた情報を

もとに「どんなことがで

きそうか。」を問う。 

・ 実践したことで、家族の

笑顔が増えているか判断

することができるよう

に、事前に子供と相談し、

「表情を見る」「感想をも

らう」などの判断基準を

決める。 

・ 自分の活動と友達の活

動とを比較したり、関連

付けたりして、自分たち

の活動が家族のためにな

っていることに気付ける

ように、具体物や動作化

などで表現できる環境を

構成する。 

・ 成果と課題をもとに次

の活動内容を決めること

ができるように、ロイロ

ノートで自分や友達の情

報を見ることができるよ

うにする。 

・ ニコニコの判断基準を

確認し、実践の成果や課

題に気付けるように、ワ

ークシートを配付し、気

付いたことを残しておく

ように促す。 

・ 自分でできることの幅

を広げ、家族のためにで

きることが多くあること

に気付くことができるよ

うに、掲示や板書をもと

に、これからできそうな

ことは何かを問う。 

◇ 対象の

よさや特

徴に関す

る気付き 

 

 

◇ 関係性

や系統性

に関する

気付き 

 

 

 

◇自分との

関わりに

関する気

付き 

 

 

◇ 対象の

よさや特

徴に関す

る気付き 

 

 

◇ 関係性

や系統性

に関する

気付き 

 

 

 

◇自分との

関わりに

関する気

付き 

・ 家族の仕事につ

いて調べたり、尋

ねたりした情報

をもとに、自分に

できることは何

かを考えている。        

【思】 

・ ニコニコ大作戦

の活動で、家族の

ために自分がで

きることを決め、

進んで取り組も

うとしている。 

【態】 

・ ニコニコ大作戦

の活動を伝え合

う活動を通して、

自分の生活は家

族に支えられて

いることに気付

いている。【知】 

・ ニコニコ大作戦

での活動を伝え

合う中で、自分が

実践した活動と

友達が実践した

活動をもとに成

果と課題を整理

し、次の活動を考

えている。【思】 

・ ニコニコ大作戦

が家族のために

なっていること

に気付くととも

に、家族とつなが

るよさを実感し

ている。 

【知】 

ま
と
め 

第
三
次 

 

一
時
間 

〇 家族ニコニコ大作戦の活動を振

り返る。 

 ・おうちのための仕事をして、ニ

コニコがいっぱいになった。お

うちのためにできることがたく

さんあるから、これからも続け

ていきたいな。 

 ・家族に任せていたことも、自分

でできるようになった。自分の

ことは、これからも自分でして

いきたいな。 

・ 「みんなで支え合いなが

ら生活すること」と「自分

でできることは自分です

ること」が家族がよりよ

く過ごすためには大切で

あることに気付くことが

できるように、活動全体

を振り返り、「どのように

おうちで過ごしていきた

いか。」を問う。 

◇ 自分と

の関わり

に関する

気付き 

・ これまでの活動

を振り返り、ニコ

ニコ大作戦で家

族の笑顔が増え

たことに喜びを

感じるとともに、

これからも家族

のために進んで

行動しようとす

る。 

【態】 

もっと家族のニコニコを増やそう 

家族ニコニコ大作戦をしよう！ 
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５ 本時の指導計画 

（１） 目標 

  ・ 自分が家族のためにしたことと、友達がしたことを関連付けながら、自分ができることをすることが家

族のためになっていることに気付くとともに、家族とつながるよさを実感している。 

                                     【知識・技能の基礎】 

（２） 評価規準 

おおむね満足 努力を要する児童への支援 

・ ニコニコ大作戦の結果を友達と伝え合う中で、自

分の活動の成果と友達の活動の成果を関連付けな

がら、自分でできることをすることが、家族のため

になっていることに気付いている。 

 [知識・技能の基礎] 

・ 自分でできることが、家族のためにもなることに

気付くことができるように、活動の写真や友達の発

表をもとに、「ニコニコが増えたのはなぜか。」を問

う。 

（３）展開           

段階 主な学習活動・学習内容 教師の支援（◇評価） 資料 等 

導
入
（
２
分
） 

１ 本時の活動を確認する。 

・ ニコニコ大作戦の結果を伝えたい。 

・ 前よりも喜んでもらえた。 

・ ニコニコが増えたよ。 

２ 課題を設定する。 

 

・ 活動の成果を伝えたいという思いを

高めることができるように、「ニコニコ

大作戦はうまくいったか。」「この時間

にしたいことは何か。」を問う。 

・ 見通しをもって活動に取り組むこと

ができるように、本時のゴールと活動

を子供と決めて、ステップチャートを

用いて示す。 

・ これまでの

活動の掲示 

展
開
（
３
３
分
） 

３ 出店形式でニコニコ大作戦の結果

を伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 自分が家族のためにしたことと、友

達がしたことを関連付けながら、自分

ができることをすることが家族のため

になっていることに気付くとともに、

家族とつながるよさを実感している。   

【知・技 行動観察・発言】 

・ 発表に必要

な資料 

ま
と
め
（
１
０
分
） 

４ 本時の活動を振り返る。 

・ みんな前よりも、ニコニコを増やすことが

できていた。おうちの人が喜んでくれると嬉

しい。これからも続けていきたい。 

・ 自分たちも、どんどん家族の力になれてい

る気がするよ。 

 

 

 

 

 振り返りカー

ド 

 

ニコニコ大作戦で家族をえがお

にすることができたかな。 

手立て① 「個別最適な学び」 

・ 自分と友達の活動とを関連付けな

がら、家族のための活動が笑顔につな

がっていることに気付くことができ

るように、「家族のニコニコがふえた

のはなぜか。」「自分でできることをす

ると、なぜよいのか。」を問う。 

手立て② 「協働的な学び」 

・ 自分でできることをすることが、家

族のためにもなっていることに気付

くことができるように、家族のうれし

い気持ちを板書で色分けし、「家族の

人たちが、嬉しい気持ちになれたのは

どうしてか。」を問う。 
みんな家族のニコニコを増やすことができた。ニ

コニコ大作戦は、今回で終わるけど、これから家でど

のように生活していけばいいのかな。 

洗濯のたたみ方がうまくなったと言われ

て嬉しかった。折り目に気を付けてした

よ。 

次の日の服を準備したよ。おうちの人

に、「自分のことができるのもいいね。」

と言われたよ。 

友達のお風呂の洗い方をまねしたら汚れ

が取れた。「上手」とほめられて嬉しか

ったよ。 

ニコニコがたくさん増えた。おうちの人

たちの笑顔を増やすことができたね。 


